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（
公
財
）え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

愛
媛
県
内
の
閉
校
校
舎
の
利
活
用
状
況
調
査
か
ら

　

平
成
26
年
度
に
愛
媛
県
内
で
小
中
学
校
が
16

校
、
27
年
度
は
17
校
が
閉
校
＊1

と
な
っ
て
い
ま

す
。
子
供
達
が
集
落
か
ら
消
え
て
し
ま
う
こ
と

は
、地
域
活
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

地
域
で
は
廃
校
舎
の
維
持
管
理
、
あ
る
い
は
有

効
活
用
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
問
題
に

直
面
し
ま
す
。
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
時

代
を
迎
え
、
既
に
愛
媛
県
で
は
20
市
町
す
べ
て

に
お
い
て
、
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
今
後
も
学
校
の
閉
校
は
継
続
し
て
発
生

す
る
こ
と
、
都
市
部
も
例
外
で
は
な
い
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
見
方
を
変
え
る
と
、
学
校
施
設
は
、

広
大
な
敷
地
は
も
と
よ
り
体
育
館
、
音
楽
室
、

調
理
室
と
い
っ
た
充
実
し
た
設
備
、
機
能
を
有

し
て
お
り
、
ま
さ
に
地
域
の
宝
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
ら
貴
重
な
資
源
が
有
効
活
用
さ
れ
て
い
く

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
活
性
化
、
あ
る
い

は
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
５
月
に
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た

廃
校
施
設
等
活
用
状
況
実
態
調
査
の
結
果
に
基

づ
き
、
当
県
の
状
況
を
見
て
い
き
ま
す
。

＊
１
：（
公
財
）え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
調
査

１
．
当
県
の
状
況

①
建
物（
校
舎
、屋
内
運
動
場
等
）の
現
存
状
況

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
平
成
14
年
か
ら
26
年
ま

で
に
廃
校
と
な
っ
た
１
１
９
校
の
う
ち
、
89
％

の
学
校
で
施
設
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
現
存
し

て
い
ま
す
。

（
資
料-

１
）

②
建
物
の
利
用
状
況

　

70
％
が
建
物
を
何
ら
か
の
用
途
で
利
用
し
て

い
る
（
計
画
中
の
も
の
を
含
む
）
も
の
の
、
残

り
30
％
は
、
未
利
用
か
つ
利
用
計
画
が
無
い
と

回
答
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
用
途
は
、
同

一
公
共
団
体
の
公
立
学
校
、
社
会
体
育
施
設
と

し
て
の
利
用
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
資
料-

２
、
資
料-

３
）

現存する建物（校舎、屋内運動場等）の有無

注）調査対象数119校より回答のあった111校回答

89%
廃校施設の全部又は
一部が残っている

11%
廃校施設が全て
解体撤去されている

11%
廃校施設が全て
解体撤去されている

資料-1

建物の利用有無

注）調査対象数119校より回答のあった106校複数回答

64%
利用

30%
未利用

（利用計画無）

5%
未利用

（利用計画有）

1%
その他

資料-2
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③
未
利
用
の
理
由

　

未
利
用
の
理
由
と
し
て
、
地
域
等
か
ら
の
要

望
が
な
い
40
％
、
立
地
条
件
が
悪
い
30
％
が
上

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
等
か
ら
要
望
と
い

う
の
は
、
対
象
は
誰
で
、
誰
の
要
望
な
の
か
、

ま
た
誰
の
意
見
を
以
て
地
域
全
体
の
意
見
と
す

る
の
か
、
こ
れ
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
資
料-

４
）

④
利
用
検
討
に
お
け
る
地
域
住
民
の
関
与

　

利
用
検
討
に
関
わ
っ
て
い
る
者
の
う
ち
、
地

域
住
民
が
関
わ
っ
て
い
る
の
は
13
％
に
止
ま

り
、
行
政
の
関
わ
り
に
よ
り
利
用
検
討
し
て
い

る
場
合
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

（
資
料-

５
）

２
．
地
域
の
宝
と
し
て
活
用
し
て
い
く
た
め
に

　

廃
校
舎
等
の
活
用
と
い
う
と
、校
舎
全
体
あ
る

い
は
学
校
全
体
と
い
っ
た
規
模
で
利
用
す
る
と

考
え
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、地
域
住
民
が

中
心
と
な
り
利
用
し
て
い
る
施
設
で
は
、給
食
施

設
、音
楽
施
設
な
ど
、校
舎
の
一
部
を
利
用
し
て

い
る
事
例
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
利
用
を
検
討
す
る
場
合
、
活
動

し
や
す
い
範
囲
を
考
え
、
教
室
、
フ
ロ
ア
ー
単

位
で
の
使
用
が
可
能
な
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い

は
出
来
な
か
っ
た
ら
出
来
る
よ
う
に
す
る
と

か
、そ
う
い
う
検
討
を
深
め
る
こ
と
が
大
事
で
、

活
用
状
況
に
あ
わ
せ
た
柔
軟
性
が
必
要
と
な
り

ま
す
。　

　

ま
た
、
施
設
利
用
に
向
け
た
話
し
合
い
や
体

制
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、
地

域
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
目
的
を
持
っ
た

方
が
参
加
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
大
事
で
す
。

更
に
、地
域
住
民
と
行
政
の
連
携
も
重
要
で
す
。

有
効
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
十
分
な
議
論
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
し
て
、
行
政
に
よ
る
企
業
・
団
体
等
の
誘

致
や
必
要
な
備
品
等
の
準
備
に
加
え
、
住
民
が

主
体
的
に
取
り
組
む
事
業
に
つ
い
て
、
た
と
え

ば
、
使
え
る
補
助
金
の
種
類
の
紹
介
、
そ
の
事

務
手
続
、
ま
た
は
宿
泊
・
食
品
を
扱
う
場
合
の

許
認
可
関
係
、
法
制
度
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、

行
政
が
住
民
を
フ
ォ
ロ
ー
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
た
だ
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
小

中
学
校
等
の
施
設
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
地
域

か
ら
一
つ
「
火
」
が
消
え
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
「
地
域
の

お
荷
物
」
で
す
が
、
う
ま
く
使
え
ば
「
地
域
の

拠
点
」で
あ
り「
宝
」に
な
り
ま
す
。地
域
に「
火
」

を
再
び
灯
す
取
り
組
み
を
住
民
と
行
政
が
一
緒

に
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

資料-3 建物の利用用途

注）調査対象数119校より回答のあった119校回答

22%
社会体育施設

5%
企業や法人
等の施設

4%
体験交流
施設

24%
その他

23%
同一地方公共団体
（設置者）の他の

公立学校

7%
創業支援
施設

6%
大学

6%
庁舎等

3%
保育所

資料-4 未利用の理由

注）調査対象数119校より回答のあった40校回答

40%
地域等からの
要望がない

30%
立地条件が悪い

18%
建物が老朽化
している

10%
財源が確保
できない

3%
活用方法が
わからない
その他

利用の検討に関わっている者

注）調査対象数119校より回答のあった72校回答

40%
教育委員会

25%
同一地方公共団体
のその他部局

20%
首長部局の管財
担当部署

13%
地域住民

1%
その他

資料-5
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